
「
戊
辰
戦
争
と
水
戸
藩
市
川
勢

の
軌
跡
」
と
題
し
た
写
真
展
が
、

８
月
中
旬
に
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
中
台
（
匝
瑳
地
区
）
の
脱

走
塚
は
、
１
８
６
８
年
（
慶
応
４

年
・
９
月
８
日
に
明
治
と
改
元
）

１０
月
６
日
（
太
陽
暦
・
現
在
で
は

１１
月
１９
日
）
の
松
山
戦
争
で
の
戦

死
者
を
埋
葬
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

慶
応
４
年
が
干
支
（
え
と
）
で

い
う
戊
辰
（
ぼ
し
ん
）
の
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
同
年
１
月
の
鳥

羽
伏
見
（
京
都
府
）
の
戦
い
か
ら

翌
年
５
月
の
箱
館
（
は
こ
だ
て
・

北
海
道
）
戦
争
ま
で
の
新
政
府
軍

と
旧
幕
府
側
と
の
戦
い
を
「
戊
辰

戦
争
」
と
い
い
ま
す
。

水
戸
藩
（
茨
城
県
）
で
は
、
１

８
６
４
年
ご
ろ
か
ら
藩
内
で
内
部

対
立
が
激
し
く
な
り
、
市
川
三
左

衛
門
を
首
領
と
す
る
一
隊
は
慶
応

４
年
３
月
に
水
戸
を
脱
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
「
書
生
党
」「
諸
生

派
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
「
市
川
勢
」
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
市
川
勢
が
旧
幕
府
軍
と
と

も
に
新
潟
、
福
島
、
栃
木
と
転
戦

し
、
同
年
１０
月
に
再
び
水
戸
へ
も

ど
っ
た
も
の
の
、
最
後
は
八
日
市

場
で
の
戦
い
で
敗
北
し
ま
し
た
。

１
４
０
年
近
く
経
た
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
、
こ
の
転
戦
の
軌
跡

が
茨
城
新
聞
に

掲
載
さ
れ
、
各

地
で
取
材
し
た

写
真
が
今
回
展

示
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
関
す
る

も
の
で
は
、
脱

走
塚
や
市
川
勢

が
立
ち
寄
っ
た

福
善
寺
な
ど
で

す
。こ

れ
ら
４０
点

に
及
ぶ
写
真
の
中
で
注
目
さ
れ
る

の
が
、「
大
木
左
内
の
肖
像
写
真
」

で
す
。

大
木
は
、
西
高
野
村
（
横
芝
光

町
）
に
住
ん
で
い
て
、
松
山
戦
争

で
生
き
の
び
た
市
川
三
左
衛
門
を

自
宅
に
か
く
ま
い
、
東
京
（
同
年

７
月
１７
日
か
ら
江
戸
を
改
称
）
に

逃
が
す
手
助
け
を
し
ま
し
た
。
市

川
は
４
か
月
の
逃
亡
の
末
に
東
京

で
捕
ま
り
、
水
戸
に
送
ら
れ
処
刑

さ
れ
ま
し
た
。

大
木
は
の
ち
に
八
日
市
場
の
文

武
館
で
子
弟
を
教
育
し
、
１
９
２

５
年
（
大
正
１４
年
）
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
墓
は
西
高
野
の
共
同
墓

地
に
あ
り
ま
す
が
、翌
１５
年
３
月
、

講
道
館
柔
道
の
創
始
者
と
し
て
知

ら
れ
る
嘉
納
治
五
郎
の
書
に
よ
る

「
文
武
両
道
大
木
左
内
先
生
碑
」

が
門
下
生
有
志
に
よ
り
福
善
寺
参

道
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
展
は
、
茨
城
県
立
図

書
館
を
は
じ
め
、
白
虎
隊
記
念
館

（
福
島
県
会
津
若
松
市
）、河
井
継

之
助
記
念
館
（
新
潟
県
長
岡
市
）

な
ど
戊
辰
戦
争
ゆ
か
り
の
地
で
も

開
か
れ
ま
す
。

松
山
戦
争
は
、
水
戸
藩
の
戊
辰

戦
争
の
中
で「
八
日
市
場
の
戦
い
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
市
川
勢

最
後
の
地
と
し
て
再
認
識
で
き
ま

す
。

問
八
日
市
場
図
書
館
!
７３
・
３
７
４
６

八
日
市
場
の
戦
い

市
川
勢
の
最
後

福善寺（中央地区八日市場イ）に
ある大木左内の碑

今回はメタボリックシンドロームを
放置した場合、どのような病気が待ち
受けているのかお話しします。
おさらいになりますが、メタボリッ

クシンドロームでは内臓脂肪が多く、
血圧、血糖、中性脂肪が高く、善玉の
ＨＤＬコレステロールが低下していま
す。これらはいずれも動脈硬化を進め
る原因となりますので、将来血管が詰
まってしまう病気を発症する危険が高
まります。

皆さんは心筋梗塞という病名をご存
知ですね。これは心臓に栄養を送って
いる冠動脈という血管が動脈硬化など
のために詰まってしまい、心臓の一部

え し

が壊死してしまう病気です。もともと
欧米で多い病気でしたが、最近は食生
活が欧米化したこともあって日本でも
増加してきており、この傾向は今後さ
らに顕著になるのではと懸念されてい
ます。
心臓は人間など動物にとって

最も大切な臓器ですから、たと
えその一部でも壊死するという
ことは大変なことで、最悪命取
りとなることもあります。最近
は治療法が進歩してきましたの
で早期に治療をすれば大事には至らな
いで済む場合も増えましたが、心不全
など生活に支障となる合併症は残りま

すので、発症しないよう予防に努める
のに越したことはないでしょう。
次に、日本では心筋梗塞以上に発症

率が高く、深刻な後遺症のあるのが脳
梗塞です。脳梗塞というと高齢者の病
気と思われがちですが、高血圧や糖尿
病の治療が十分でない場合では４０～５０
歳代の方でも発症します。
脳梗塞も治療の発達により亡くなる

方は少なくなりつつありますが、半身
え ん げ

麻痺や嚥下障害など何らかの後
遺症は残り、重症な場合寝たき
りの生活や管を使った栄養摂取
を強いられることもあります。
その他、閉塞性動脈硬化症と

いう下肢の血管が詰まり、最悪
足の切断が必要となる病気にもかかり
やすくなります。
次回は治療法についてお話しします。

⑰

病 気 と 治 療 あ れ こ れ

匝瑳市民病院・内科
診療部長 宇田 毅彦

放っておくとどうなるの？

メタボリック ④
シンドロームって？
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